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Amplifier with Mute and Standby Modes
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LM1876
Overture®オーディオ・パワーアンプ・シリーズ
デュアル 20Wオーディオ・パワーアンプ
(ミュート、スタンバイ・モード付き )

概要

LM1876は 4Ωおよび 8Ω負荷に対して 0.1％以下の全高調波歪
(THD＋N)で連続平均出力電力 20W/チャネルを出力する能力
があるステレオ・オーディオ・パワーアンプです。

個々のアンプは独立したスムーズ・フェードイン /フェードアウトする
ミュート機能と外部ロジックでコントロールできる省電力スタンバイ
機能を備えています。

SPiKe™保護 (Self Peak Instantaneous Temperature (°Ke))回路
により、ディスクリートやハイブリッド・アンプより優れたダイナミック
SOA (Safe Operating Area)保護を行います。SPiKe保護は、過
電圧、低電圧、さらに、電源への短絡、熱暴走、瞬間的温度
上昇等を含む過負荷に対して、出力が保護されていることを意味
します。

主な仕様

特長

■ SPiKe保護
■ 少ない外付け部品
■ 静かなフェードイン /フェードアウトのミュート機能
■ 省電力スタンバイ・モード
■ フルモールド 15ピンTO-220パッケージ
■ 非モールド 15ピンTO-220パッケージ
■ 広電源電圧範囲 20V ～ 64V

アプリケーション
■ ハイエンド・ステレオ TV

■ コンポーネント・ステレオ
■ ミニコンポ

■ 1kHz時、4Ω/8Ω負荷への連続平均出力電力が
2× 15Wのときの THD＋N 0.1％ (max)

■ 1kHz時、8Ω負荷への連続平均出力電力が
2× 20Wのときの THD＋N 0.009％ (Typ)

■ スタンバイ電流 4.2mA (Typ)

ピン配置図

Plastic Package

Top View
Isolated Package

Order Number LM1876TF
See NS Package Number TF15B

Non-Isolated Package
Order Number LM1876T

See NS Package Number TA15A

SPiKe™および Overture®はナショナルセミコンダクター社の商標です。

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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18
76 代表的なアプリケーション

FIGURE 1.   Typical Audio Amplifier Application Circuit

Note: カッコ内は、Bchの端子番号です。 *設計条件等により必要なオプション部品です。
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絶対最大定格 (Note 4、5)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 4、5)

電気的特性 (Note 4、5)

特記のない限り、VCC＝＋ 22V、VEE＝－ 22V、RL＝ 8Ωです。リミット値は TA＝ 25℃で適用されます。

電源電圧 |VCC|＋ |VEE|

(無信号時 ) 64V

電源電圧 |VCC|＋ |VEE|

(信号時 ) 64V

同相入力電圧範囲 VCC～ VEE

ただし |VCC|＋ |VEE|≦ 54V

差動入力電圧 54V

出力電流 内部制限
消費電力 (Note 6) 62.5W

ESD定格 (Note 7) 2000V

最大接合部温度 (Note 8) ＋ 150℃

熱抵抗
フルモールドTFパッケージ
θJC 2℃ /W

非モールドTパッケージ
θJC 1℃ /W

リード温度
TFパッケージ (ハンダ付け、10秒 ) ＋ 260℃

保存温度範囲 － 40℃～＋ 150℃

温度範囲
TMIN≦ TA≦ TMAX － 20℃≦ TA≦＋ 85℃

電源電圧 |VCC|＋ |VEE| (Note 1) 20V～ 64V
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特記のない限り、VCC＝＋ 22V、VEE＝－ 22V、RL＝ 8Ωです。リミット値は TA＝ 25℃で適用されます。

Note 1: 動作は 64V まで保証されますが、熱設計が適切でない場合、SPiKe 保護回路により、歪率が悪くなる場合があります。詳細は、「アプリケーション情
報」を参照してください。

Note 2: DCテスト。テスト回路＃1を参照。

Note 3: ACテスト。テスト回路＃2を参照。

Note 4: 特記のない限り、すべての電圧は、GNDピン (pin5、10)を基準にして測定されます。

Note 5: 「絶対最大定格」とは、ICに破壊が発生する可能性のある制限値をいいます。「動作定格」とは ICが動作する条件を示し、特定の性能リミット値を
保証するものではありません。「電気的特性」では、AC、DCのリミット値が示され、特定のテスト条件で保証されます。このことは、デバイスが「動作
定格」内にあると仮定しています。リミット値が規定されていないパラメータは保証されませんが、代表値 (Typical)は、デバイスのパラメータを示す指標
になります。

Note 6: 25℃以上のケース温度では、最大接合部温度 TJ＝ 150℃と、接合部 -ケース間熱抵抗θJC＝ 2.0℃ /Wでディレーティングしなければなりません。「ア
プリケーション情報」の「正しいヒートシンクの選択」を参照ください。

Note 7: ESDは人体モデルに基づき100pFのコンデンサから、1.5kΩを通し各端子に放電させます。

Note 8: 最大動作接合部温度は 150℃ですが、瞬間安全動作領域温度は 250℃です。

Note 9: 代表値は、25℃で測定され、標準の値です。

Note 10: リミット値は、全部品製造検査により規定値を満たしていることを保証しています。

Note 11: 低電圧ロックアウト回路をディスエーブルするため、VEE電位は少なくともグラウンド電位を基準に－ 9V以上なくてはなりません。また、VCCとVEE間の電
位差も14V以上なければなりません。

Note 12: 出力ドロップアウト電圧 VODは、電源電圧からクリップ電圧を引いた値です。「代表的な性能特性」の“Clipping Voltage vs Supply Voltage”のグラフ
を参照ください。

Note 13: ± 20Vの電源電圧で 4Ω負荷の時、LM1876は、0.1％以下の THD＋Nで、平均出力電力 22W (Typ)を出力できます。± 20V以上の電源電圧で
は、出力トランジスタの電流制限のため、4Ω負荷に対して 22W以上出力できません。つまり、± 20V以上の電源電圧では、内部消費電力が増加す
るだけで、出力電力は大きくなりません。「アプリケーション情報」に説明するように、内部消費電力が増加すると、より大きなヒートシンクを必要とします。
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テスト回路 #1 (Note 2) (DCテスト回路 )

テスト回路 #2 (Note 3) (ACテスト回路 )

Bridged Amplifier Application Circuit

FIGURE 2.   Bridged Amplifier Application Circuit
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FIGURE 3.   Single Supply Amplifier Application Circuit

Note: *設計条件等により必要なオプション部品です。

Auxiliary Amplifier Application Circuit

FIGURE 4.   Special Audio Amplifier Application Circuit
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等価回路 (保護回路を除く)

LM1876 (per Amp)
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76 外付け部品の説明

Note 14: 設計条件等により必要なオプション部品です。

代表的な性能特性

THD＋ N vs Frequency THD＋ N vs Frequency

部品 機能の説明

1 RB 低電圧ロックアウト回路がオフのとき、低入力インピーダンスのため、パワーダウン時に、負荷へ流れ込むおそれの
ある電流が、アンプの非反転入力より入り込むのを防ぎます。この現象は、電源電圧が 1.5Vより低いとき起きま
す。

2 Ri Rfとともに ACゲインを設定する反転入力抵抗。また、Ciとともに fC＝ 1/(2πRiCi)のハイパス・フィルタを構成し
ます。

3 Rf RiとともにACゲインを設定する帰還抵抗。

4 Ci

(Note 14)

DCでユニティ・ゲインを設定する帰還コンデンサ。Riとともに fC＝ 1/(2πRiCi)のハイパス・フィルタを構成しま
す。

5 CS 電源のフィルタおよびバイパスとして働きます。バイパス・コンデンサの適切な配置と選択については、「電源のバ
イパス」を参照してください。

6 RV

(Note 14)

入力端子電圧レベルの設定により、ボリューム・コントロールとして機能します。

7 RIN

(Note 14)

回路でCINを使用するとき、アンプの入力端子の DCバイアスを設定します。また、fC＝ 1/(2πRINCIN)のハイパ
ス・フィルタをCINとともに形成します。Figure 4 を参照してください。

8 CIN

(Note 14)

入力信号の DCオフセットをカットする入力コンデンサ。

9 RSN

(Note 14)

CSNとともに高周波発振を除去するポールをつくって出力段を安定化させます。

10 CSN

(Note 14)

RSNとともに高周波発振を除去するポールをつくって出力段を安定化させます。 fC＝ 1/(2πRSNCSN)。
Figure 4を参照してください。

11 L (Note14) Rで大きな容量性負荷をデカップリングし、直列共振回路の Qを下げるため、高周波で Lは高インピーダンスに
なります。他方、Rを短絡してオーディオ信号を負荷へ通すため、低周波では、Lは低インピーダンスになります。
Figure 4 を参照してください。

12 R (Note 14)

13 RA 単電源動作で、トランジスタQ1に DC電圧のバイアスを与えます。

14 CA 単電源動作で、バイアス・フィルタとして動作します。

15 RINP

(Note 14)

単電源動作で、アンプの入力ピン間の電圧差を制御します。RINPの機能の詳細は「アプリケーション情報」の
「クリック /ポップ」を参照してください。

16 RBI 単電源動作の入力バイパス電流を供給します。RBIの機能の詳細は「アプリケーション情報」の「クリック /
ポップ」を参照してください。

17 RE 単電源動作時の、トランジスタQ1の DCバイアス電流を定めます。この抵抗は、CAとともに中間電位ポイントを
安定させます。
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代表的な性能特性 (つづき )

THD＋ N vs Frequency THD＋ N vs
Output Power

THD＋ N vs
Output Power

THD＋ N vs
Output Power

THD＋ N vs
Output Power

THD＋ N vs
Output Power
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THD＋ N vs
Output Power

Clipping Voltage vs
Supply Voltage

Clipping Voltage vs
Supply Voltage

Clipping Voltage vs
Supply Voltage

Output Power vs
Load Resistance

Power Dissipation vs
Output Power
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代表的な性能特性 (つづき )

Power Dissipation vs
Output Power

Output Power vs
Supply Voltage

Output Mute vs
Mute Pin Voltage

Output Mute vs
Mute Pin Voltage

Channel Separation vs
Frequency

Pulse Response
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Large Signal Response Power Supply
Rejection Ratio

Common-Mode
Rejection Ratio

Open Loop
Frequency Response

Safe Area SPiKe Protection
Response
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代表的な性能特性 (つづき )

Supply Current vs
Supply Voltage

Pulse Thermal
Resistance

Pulse Thermal
Resistance

Supply Current vs
Output Voltage

Pulse Power Limit Pulse Power Limit
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Supply Current vs
Case Temperature

Supply Current (ICC) vs
Standby Pin Voltage

Supply Current (IEE) vs
Standby Pin Voltage

Input Bias Current vs
Case Temperature

Output Power/Channel vs
Supply Voltage

f＝ 1kHz, RL＝ 4Ω, 80kHz BW

Output Power/Channel vs
Supply Voltage

f＝ 1kHz, RL＝ 6Ω, 80kHz BW
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代表的な性能特性 (つづき )

Output Power/Channel vs
Supply Voltage

f＝ 1kHz, RL＝ 8Ω, 80kHz BW
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ミュート・モード

ロジック “High” の電圧をミュート・ピンに印加すると、アンプへの
入力信号はミュートされます。ミュート・ピンをオープンにするか、
ロジック “Low” にすると、アンプは非ミュート・モードになります。2

つのミュートピンがあり、各 ア々ンプに対応しています。アプリケー
ション上必要であれば、1 つのアンプはミュート状態、もう一つの
アンプはアクティブ状態にもできます。ミュート減衰率とミュート・ピ
ンの電圧の関係については、「代表的な性能特性」を参照して
ください。

スタンバイ・モード

LM1876のスタンバイ・モードによりアンプの待機状態の電力消費
を大幅に減らすことができます。スタンバイ・ピンにロジック“High”
の電圧を印加すると、アンプはスタンバイ・モードになります。この
モードで、VCC電源から引き込まれる電流は、代表値で 10μA以
下です。VEE 電源からはき出される電流は代表値で 4.2mA で
す。これで明らかなように、スタンバイ・モードを利用すると、待
機状態の電力消費が大幅に低減します。2つのスタンバイ・ピン
があり、チャネルごとにスタンバイ・モードの使いわけができます。
スタンバイ・ピンの電圧の関係を示す特性曲線については、「代
表的な性能特性」を参照してください。

低電圧保護

システムの電源投入時、低電圧保護回路は、LM1876 をターン
オンする前に、電源とそれに対応するコンデンサがそれらの最終
値の近くまで立ち上がる余裕を与え、DC 出圧スパイクが発生し
ないようにします。電源遮断時には、電源よりも前に、LM1876

の出力をグラウンドまで落とし、システムの終了時にトランジェントが
起きないようにします。

過電圧保護

LM1876は、出力電流を約 3.5A (ピーク )に制限し、内部クラン
プ・ダイオードを使用せずに、電圧クランプを行う過電圧保護回
路を内蔵しています。しかし、クランプ効果は全く同じで、出力ト
ランジスタは、交互に大きな電流スパイクをシンクするように設計さ
れています。

SPiKe保護

LM1876のパワー・トランジスタ・アレイは、瞬間ピーク温度のスト
レスから保護されています。「代表的な性能特性」の Safe Area

のグラフに、SPiKe 保護回路がイネーブルされていないデバイス
動作領域が示されています。Safe Area のグラフの右の波形は、
ダイナミック保護回路がイネーブルされたとき、どのように波形が歪
むかを示しています。

熱保護

LM1876は、デバイスへの長期的熱ストレスを防ぐための優れた
熱保護機構を備えています。ダイの温度が 165 ℃に達すると、
LM1876はシャットダウンします。ダイの温度が約 155℃に下がる
と、再び動作を開始しますが、温度が再度上昇し始めると、
165℃で再びシャットダウンします。したがって、異常状態が一時
的なものであれば、デバイスは相対的に高い温度まで上がります

が、継続的な場合は、デバイスがシュミット・トリガのようにサーマ
ル・シャットダウンの温度範囲の 165℃と155℃の間を巡回します。
これにより、熱サイクルによる IC へのストレスを大幅に減らし、他
方、継続的な異常状態での信頼性を改善します。

ダイの温度は直接ヒートシンクに依存するので、「正しいヒートシン
クの選択」で論じられているように、正常な動作中にサーマル・
シャットダウンが起きないように選びます。コストとスペースの制約
のもとで可能な最良のヒートシンクを使えば、半導体パワー・デバ
イスの長期信頼性が向上します。

最大消費電力の決定

ICパッケージでの消費電力は非常に重要なパラメータで、最適な
出力電力を得るには、完全な理解が必要です。最大消費電力
(PD)の計算が正しくないと、不適切なヒートシンクを使い、サーマ
ル・シャットダウン回路が動作し、出力電力を制限してしまいます。

式 (1)は、VCCを全電源電圧として、各アンプでの理論的最大
消費電力ポイントを例示しています。

PDMAX＝ VCC
2/2π2RL (1)

このように、全電源電圧と定格出力負荷がわかれば、最大消費
電力を計算できます。LM1876は 2チャネルなので式 (1)から得
られる値の 2倍となります。理論的な消費電力だけでなく、実際
の消費電力の範囲を示している、「代表的な性能特性」の消費
電力と出力電力の関係のグラフを参照してください。

正しいヒートシンクの選択

ハイパワー・オーディオ・アンプのヒートシンクは、通常の環境で熱
保護回路が動作しないレベルにダイの温度を保つように選択しま
す。

ダイ(接合部 )から外側の空気 (周囲 )への熱抵抗は 3つの熱
抵抗 (θJC、θCS、θSA)の和です。LM1876TFの熱抵抗θJC (接
合部からケース )は 2℃ /Wで、LM1876Tでは 1℃ /Wです。
サーマロイのサーマコート熱コンパウンドを使うと、熱抵抗θCS

(ケースからシンク)は約 0.2℃ /Wです。熱の流れ (消費電力 )

は電流に、熱抵抗は電気抵抗に、温度降下は電圧降下にそれ
ぞれ類似しているので、LM1876 の消費電力は次のようになりま
す。

PDMAX＝ (TJMAX－ TAMB)/θJA (2)

ただし、TJMAX＝ 150℃、TAMBはシステムの周囲温度で、
θJA＝θJC＋θCS＋θSAです。

式 (1)を使って、最大パッケージ消費電力が計算されると、ヒー
トシンクの最大熱抵抗θSA (℃ /W 表示 )が計算できます。この
計算は、式(2)でθSAを解いて得られる式 (3)を使って行われます。

θSA＝ [(TJMAX－ TAMB)－ PDMAX(θJC＋θCS)]/PDMAX     (3)

θSAの値は、システム設計者のアンプに対する要求事項に依存
することに注意してください。オーディオ・アンプが動作する周囲
温度が通常の 25 ℃よりも高ければ、他の条件が同等だとして、
ヒートシンクの熱抵抗は小さくする必要があります。
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電源のバイパス

LM1876 はすぐれた電源除去特性をもち、安定化電源を必要と
しません。しかし、発振を防ぐだけでなく、システムの性能を上げ
るには、LM1876は、パッケージの近くに短いリードの、低インピー
ダンスのコンデンサで、電源のライン線をバイパスしなければなりま
せん。電源のバイパスが不適切だと、“モーターボーティング”と
して知られている低周波の発振や高周波での不安定性として現
れます。これらの不安定性は、低周波の変動を吸収するのに使
われる大きなタンタルまたは電解コンデンサ (10μF以上 )と電源ラ
インを通した高周波の帰還を防ぐための小さなセラミック・コンデン
サ (0.1μF)を使う複数のバイパスによって除かれます。

適切なバイパスがなされていないと、負荷電流の半波成分である
電源ライン線の電流は、内部回路にフィードバックされる場合があ
ります。この信号は高周波で歪みを生じるので、470μF 以上の
電解コンデンサを使い、パッケージの端子で電源をバイパスする
必要があります。

ブリッジ・アンプ・アプリケーション

LM1876 は内部に 2 つのパワー・オペアンプがあります。よく使
われるパワーアンプの構成法のひとつが Figure 2 に示してあり、
“ブリッジ・モード”動作と呼ばれるもので、負荷を差動でドライ
ブします。ブリッジ・モード動作は、出力負荷の片側がグラウンド
に接続されている従来のシングルエンドのアンプ構成法とは異な
ります。

ブリッジ・アンプは負荷を差動でドライブし、そのため、電源電圧
に対して出力のスイングを 2倍にするので、シングルエンド構成に
比べて、きわだった利点があります。その結果、理論的には同
じ条件のシングルエンドに比べて、4 倍の出力電力が可能となり
ます。得られる出力電力は、アンプの出力が電流制限されたり、
クリップしないことを仮定しています。

ブリッジ・アンプによって負荷へ供給される電力は増加しますが、
内部消費電力の増加が生じます。ブリッジ構成の各アンプの内
部消費電力は、シングルエンドの消費電力の 2倍に増加します。
LM1876を用いたオーディオ・パワーアンプでは 1つのパッケージ
内に 2つのアンプが使われているので、パッケージの消費電力が
4 倍に増えます。LM1876 の最大システム消費電力を計算する
には式 (1)で得られた値を 4倍します。

PDMAX のこの値は、ブリッジ・アンプのアプリケーションのための
ヒートシンクを計算するのに使用できます。ブリッジ・モードでは、
電源電圧と負荷に対する内部消費電力がシングルエンドより大き
くなるので、式 (3)で示されているように、ヒートシンクθSAはそれ
にしたがって減らさなければなりません。所定のアプリケーションの
ための適切なヒートシンクの詳細に関しては、「正しいヒートシンク
の選択」を参照してください。

単電源アンプ・アプリケーション

LM1876の代表的アプリケーションは両電源アンプです。しかし、
Figure 3に示されているように、LM1876は単電源構成でも使え
ます。これには、入出力の基準として使われる中間電位バイアス
をつくるために、いくつかの外付け部品を必要とします。信号は、
両電源のアプリケーションではグラウンドを基準にスイングするのと
同様に、中間電位を基準にスイングします。LM1876 のすべて
の機能を利用するには、回路の適切なバイアスとともに、他にもい
くつか考慮しなければなりません。

LM1876は、中間電位を基準にした内部論理ゲート付きのミュー
トおよびスタンバイ機能を備えています。したがって、ミュートある
いはスタンバイ機能をイネーブルするには、これらのピンの電圧は
中間電位よりも最低 2.5V高くしなければなりません。単電源シス
テムでは、ミュートやスタンバイ機能をコントロールするのに使われ
るマイクロプロセッサや論理回路デバイスは、通常、中間電位で
はなく、グラウンドを基準に動作しています。LM1876 の論理回
路をコントロールするのにこれらのデバイスを使うには、Figure 5の
ような“レベル・シフタ”を使わなければなりません。両電源構
成では、グラウンドが中間電位なので、レベル・シフタは必要あり
ません。

FIGURE 5.   Level Shift Circuit

ロジック入力ノードの電圧が 0Vのとき、2N3904は“オフ”なの
で、抵抗 RCが、ミュートあるいはスタンバイ入力を、電源へプル
アップします。これにより、ミュートあるいはスタンバイ機能がイネー
ブルされます。ロジック入力が 5Vのとき、2N3904が“オン”に
なるので、コレクタの電圧は実質的に 0Vとなります。これにより、
ミュートあるいはスタンバイ機能はディスエーブルされるので、アン
プは通常の動作モードになります。RshiftとCshiftは、ミュートある
いはスタンバイ機能がイネーブルあるいはディスエーブルされたと
き、トランジェントを抑えるRC時定数を設定します。さらに、Rshift

は、LM1876の内部ロジック・ゲートによって流される電流を制限
し、デバイスの信頼性を保ちます。これらの機能の詳細は「アプ
リケーション情報」の「ミュート・モード」と「スタンバイ・モー
ド」を参照してください。

クリック /ポップ

両電源のオーディオ・パワーアンプとして使用する場合「代表的
なアプリケーション」に示すように、LM1876はミュートとスタンバイ
機能の利用時には、優れたクリック /ポップ特性を示します。さら
に、デバイスは、低電圧保護機能を備えており、電源の投入時
あるいは遮断時の不要のトランジェントを除去します。これらの機
能は、安定で一定の中間電位に基づいています。両電源のア
プリケーションでは、グラウンドが安定中間電位となります。しか
し、単電源のアプリケーションでは、電源電圧 VCC と同様、中
間電位をチャージアップする必要があります。このため、クリックレ
ス、ポップレスのターンオンを得るのは、困難です。LM1876は差
動入力段を使用しているので、アンプの入力に発生する不均一
なチャージは、出力のクリックやポップを引き起こします。
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トランジェントなしの電源投入と電源遮断を実現するためには、入
力端子にあらわれる電圧は、理想的には同じでなくてはいけませ
ん。同じ電圧の信号は同相となり、LM1876により除去されます。
Figure 3では、抵抗 RINPが、2つのノードの間で電圧差を制限
して、入力を同電位に保つ役割をします。これにより、アンプの
入力の不均一なチャージングによるターンオン・ポップが大幅に減
少します。このチャージングは各アプリケーションの負荷に依存す
るので、システム設計者は最適な性能を実現するため、これらの
値を調整する必要があります。

Figure 3 に示されているように、抵抗 RBIは、2N3904のエミッタ
の中間電位ノードからLM1876にバイアスを加えるのを助けます。
しかし、負の帰還回路と入出力カップリング・コンデンサがあるた
め、2 つの異なった RBI (10kΩと 200kΩ)が必要となります。こ
れらの抵抗が入力を同じ速度で引き上げる結果、ポップなしの
ターンオンが実現されます。これらの抵抗値をわずかに変えると、
高速で立ち上がる電源によるポップを減らせる場合と、システムの
ターンオン時にオーバーシュートを生じさせてしまう場合がありま
す。

オーディオ・パワーアンプの設計

15W/8Ωのオーディオ・アンプの設計

設定 :

設計者は、まず、特定の出力パワーを得るのに必要な電圧と電
流の両方に関して、電源の条件を決めなければなりません。
VOPEAKは式 (4)から、IOPEAKは式 (5)から、それぞれ求められ
ます。

最大電源電圧を決めるのに、次のパラメータを考慮しなければな
りません。ドロップアウト電圧をピーク出力電圧 VOPEAK へ加え、
電源電圧範囲を決めます (IOPEAKでの電源電圧 )。無負荷時の
電圧は電源のレギュレーションにより決まりますが、これは通常 15

％高くなります。電源電圧は高い ACライン条件でも 10％上昇し
ます。したがって、最大電源電圧は次式から求められます。

最大電源電圧≈ ±(VOPEAK＋VOD) (1＋レギュレーション) (1.1)

8Ω負荷へ 15W の出力電力を供給する場合、必要な VOPEAK

は 15.49Vです。VOPEAKにVODを加えて、最小電源電圧レー
ルは± 20.5Vとなります。レギュレーションを考慮して、最大電源
電圧は± 26Vとなり、必要な IOPEAKは式 (5)から1.94Aとなりま
す。8Ω負荷にたいして 15Wを出力するデュアル・アンプの場合
には、電源から1.94Apkの 2倍の 3.88Apkの IOPEAKが流れる
ことに注意しなければなりません。ここで、出力電力と電源電圧
の関係をチェックし、低い THD＋Nを維持しながら、デバイスか
ら必要な出力電力が得られることを確認します。また、必要な電
源電圧と負荷インピーダンスで、必要なヒートシンクの値θSA が、
コストとサイズの制約のもとで実現可能であるかどうかも、検証し
ておきます。ヒートシンクの問題が検討されたら、式 (6)から必要
なゲインが決定できます。

式 (6)から、最小 AVは、

 AV≧ 11

ゲインに 21を選び、帰還抵抗をRf＝ 20kΩとすると、式 (7)か
らRiの値が得られます。

Ri＝ Rf (AV－ 1) (7)

こうして、Ri＝ 1kΩで、非反転利得は 21となります。必要な入
力インピーダンスは 47kΩなので、RINには 47kΩを選びます。最
後のデザイン・ステップは、帯域幅の必要条件を検討することで
す。この条件は、－ 3dB周波数ポイントで表します。－ 3dBポイ
ントから 5 倍離れると、パスバンド応答から 0.17dB 下がり、これ
は必要とされる± 0.25dBよりも良い値です。これで、低周波、高
周波のポールはそれぞれ 4Hzと100kHzになります。「外付け部
品の説明」で述べられているように、Ciとともに Riはハイパス・
フィルタを形成します。

Ci≧ 1/(2π*1kΩ*4Hz)＝ 39.8 μF; 39μFを使います。

高周波のポールは、望みの高周波のポール fHと利得 AVの積に
よって決められます。AV＝ 21、fH＝ 100kHzのとき、GBWPは
2.1MHzとなり、LM1876の最小 GBWPの 5MHz以下です。こ
れにより、アンプの高周波応答は 20kHzで 0.17dBよりも落ちるこ
とはなく、デザインの帯域幅条件内に十分入ります。

出力電力 15Wrms

負荷インピーダンス 8Ω

入力レベル 1Vrms (max)

入力インピーダンス 47kΩ

帯域幅 20Hz～ 20kHz± 0.25dB

(4)

(5)

(6)
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外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

Isolated TO-220 15-Lead Package
Order Number LM1876TF

NS Package Number TF15B

Non-Isolated TO-220 15-Lead Package
Order Number LM1876T

NS Package Number TA15A
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/

その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。

0120-666-116
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